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立
法
爆
発
〜
激
増
す
る
法
律
数
〜

条
文
ミ
ス
で
深
刻
な
影
響
も

　

立
法
爆
発
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
近
年
、
新
法
の
制
定
数
や
法
改
正
の
数
が
激
増
し
て
い
る
。
こ
の
現

象
は
、
条
文
の
形
式
ミ
ス
を
引
き
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
条
文
の
内
容
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
深
刻
さ
は

増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
事
態
を
打
開
す
る
に
は
〝
透
明
性
〟〝
参
加
〟〝
協
働
〟
の
３
原
則
で
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
電

子
政
府
「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
」
の
考
え
方
に
基
い
て
、
国
民
全
体
が
関
与
す
る
立
法
の
民
主
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
法
律
の
数
は
、

２
０
１
５
年
９
月
時
点
で
１
９
５
０

本
に
達
し
て
い
る
。
１
９
７
０
～
80

年
代
が
１
０
０
０
本
前
後
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
30
～
40
年

間
で
倍
増
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の

現
象
を
立
法
学
の
世
界
で
「
立
法
爆

発
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

電
子
政
府
の
分
野
を
眺
め
る
と
、

２
０
０
０
年
の
Ｉ
Ｔ
基
本
法
を
皮
切

り
に
電
子
署
名
法
や
個
人
情
報
保
護

法
な
ど
10
本
余
り
が
制
定
さ
れ
、
最

近
で
は
ネ
ッ
ト
選
挙
を
認
め
た
改
正

公
職
選
挙
法
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
も

成
立
し
た
。
確
か
に
法
律
の
制
定
や

改
正
が
増
え
て
い
る
。

　

こ
れ
を
数
字
で
捉
え
る
と
、
よ
り

明
確
に
な
る
。
戦
後
、
新
憲
法
下
で

多
く
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
の
制
定
は
年
間
10
～
20
本
く
ら

い
で
推
移
し
て
い
た
。
こ
れ
が
90
年

代
末
か
ら
増
え
始
め
、
最
近
で
は
30

～
40
本
、
多
い
年
で
は
90
本
を
超
え

る
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　

法
改
正
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。

新
法
制
定
に
伴
い
、
実
質
的
な
政
策

判
断
に
基
づ
い
て
関
係
法
を
改
正
す

る
「
〇
〇
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」（
整
備
法
）
に
含

ま
れ
る
法
改
正
の
数
を
合
計
す
る

と
、
こ
れ
ま
で
多
く
て
も
２
０
０
本

程
度
だ
っ
た
も
の
が
近
年
は
２
０
０

～
５
０
０
本
と
な
り
、
多
い
年
で
は

１
０
０
０
本
を
超
え
る
。
本
数
だ
け

で
な
く
、
量
も
増
え
て
い
る
。
２
０

０
５
年
に
成
立
し
た
会
社
法
の
整
備

法
は
１
６
０
万
字
以
上
。
約
２
３
０

㌻
の
文
庫
本
10
冊
分
に
相
当
す
る
。

　
「
法
律
は
社
会
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
コ
ー
ド
（
規
則
）
で
あ
る
」
と

捉
え
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
コ
ー
ド
（
命
令
）

と
同
じ
宿
命
を
持
つ
。
つ
ま
り
コ
ー

ド
の
数
が
増
大
し
て
複
雑
に
絡
み
合

う
と
「
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
状
態
」
に
な

り
、
理
解
し
が
た
い
も
の
に
な
る
と

同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き

起
こ
す
要
因
と
も
な
る
。

　

実
際
に
04
年
ご
ろ
か
ら
深
刻
な
事

態
が
起
き
て
い
る
。
04
年
の
年
金
制

度
改
革
関
連
法
の
ミ
ス
は
加
給
年
金

の
支
給
に
影
響
し
た
だ
け
で
な
く
、

同
様
の
ミ
ス
が
多
数
発
覚
し
た
。
06

年
の
改
正
銀
行
法
施
行
規
則
の
条
文

ミ
ス
は
「
５
９
２
カ
所
に
も
及
び
過

去
最
大
級
」。
13
年
の
改
正
所
得
税

法
は
施
行
後
に
条
文
の
記
載
漏
れ
が

発
覚
す
る「
過
去
に
例
が
な
い
ミ
ス
」

と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

法
律
の
内
容
に
も
問
題
が
及
ん
で

い
る
。
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
の
な
い
電
気

機
器
の
販
売
が
禁
止
さ
れ
る
Ｐ
Ｓ
Ｅ

問
題
が
06
年
に
起
き
た
。
立
法
時
に

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
中
古
品
が
施

行
後
に
法
律
の
対
象
と
な
っ
て
現
場

が
混
乱
し
た
だ
け
で
な
く
、
旧
法
と

Ｐ
Ｓ
Ｅ
法
で
安
全
基
準
に
差
が
な
い

こ
と
も
発
覚
し
た
。
13
年
の
父
子
の

遺
族
年
金
で
は
、
政
令
部
分
が
世
間

の
現
実
と
そ
ぐ
わ
な
い
と
社
労
士
の

反
発
を
招
い
た
。
個
人
情
報
保
護
法

違
反
と
さ
れ
た
13
年
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本

ス
イ
カ
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
法
律

で
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
扱
え
な
い
と

法
改
正
の
議
論
へ
発
展
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
立
法
爆
発
の
裏
側
に

は
、
社
会
の
急
激
な
変
化
に
合
わ
せ

た
法
制
度
の
制
定
や
改
正
が
要
請
さ

れ
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
官
僚
や

法
曹
界
な
ど
法
律
専
門
家
だ
け
で
は

そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
付
け
ず
、
条

文
の
形
式
や
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
が
間

に
合
わ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｔ
に
よ
る
法
律
の
制
定
・
改
正

支
援
へ
の
期
待
も
あ
る
。
し
か
し
総

務
省
行
政
管
理
局
や
内
閣
法
制
局
の

シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
て
い
て
も
問
題

は
解
決
で
き
な
い
。
法
律
の
原
本
は

「
紙
」
で
あ
る
と
い
う
大
前
提
が
あ

る
た
め
、
紙
の
表
現
を
ベ
ー
ス
に
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
日
本
語
表
現

や
表
形
式
を
完
璧
に
解
析
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
ら
だ
。

　

法
令
工
学
と
い
う
研
究
分
野
で

も
、
法
令
文
書
は
「
人
間
に
と
っ
て

も
煩
雑
で
読
み
に
く
い
表
現
」
で
あ

り
、
機
械
的
な
構
造
化
に
限
界
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
立
法
爆
発
へ
の

対
処
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
法

令
文
書
を
自
動
化
し
、
誰
で
も
ア
ク

セ
ス
し
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
す

る
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
そ
こ

に
は
「
紙
の
官
報
が
原
本
」「
分
か

り
に
く
い
法
令
文
書
の
表
現
・
書
式
」

と
い
う
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
。

　

事
態
を
打
開
す
る
に
は
、
電
子
政

府
の
在
り
方
を
根
本
か
ら
立
て
直
す

必
要
が
あ
る
。
世
界
的
な
潮
流
と
し

て
「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
」
と
い

う
考
え
方
が
あ
る
。「
透
明
性
」「
参

加
」「
協
働
」
と
い
う
３
原
則
で
Ｉ

Ｔ
を
活
用
す
る
と
い
う
理
念
だ
。
こ

の
理
念
を
導
入
し
て
立
法
爆
発
に
取

り
組
む
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
透
明
性
に
お
い
て
、
法
律
は

適
用
さ
れ
る
人
々
全
て
に
ア
ク
セ
ス

可
能
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
誰
も
が
無
料
で
ア
ク
セ

ス
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
、
原
本
を
電
子
化
し
、
現
在
お
よ

び
過
去
の
あ
る
時
点
の
法
律
の
姿
を

明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

次
に
参
加
に
つ
い
て
は
、
法
律
は

全
て
の
人
が
理
解
し
や
す
い
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
分
か
り
や
す
い

日
本
語
表
現
に
置
き
換
え
、
横
書
き

に
す
べ
き
で
あ
る
。
定
義
さ
れ
た
用

語
や
参
照
条
文
の
内
容
も
説
明
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

最
後
の
協
働
で
は
、
要
綱
・
大
綱
・

法
律
案
な
ど
を
提
示
し
て
国
民
に
意

見
を
求
め
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」
が
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
条
文
の
修
正
提
案
に
関
す
る
議
論

な
ど
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
全
て
の

人
が
法
律
の
制
定
や
改
正
に
つ
い
て

議
論
で
き
る
環
境
が
必
要
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
「
法
律
の
原
本
は
紙
」

と
い
う
前
提
を
排
除
し
、
法
律
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ

う
に
書
き
換
え
る
と
大
き
な
可
能
性

が
開
け
て
く
る
。
誰
で
も
簡
単
に
ア

ク
セ
ス
で
き
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
管
理
で

現
在
や
過
去
の
あ
る
時
点
の
姿
が
い

つ
で
も
確
認
で
き
る
。
特
殊
な
用
語

や
参
照
条
文
は
、
そ
の
場
で
説
明
文

や
参
照
先
を
確
認
で
き
る
。
オ
ー
プ

ン
ソ
ー
ス
の
開
発
ツ
ー
ル
を
使
え

ば
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
で
国
民

が
修
正
提
案
を
議
論
す
る
こ
と
も
可

能
と
な
る
。

　

全
て
の
人
が
法
律
を
た
や
す
く
理

解
し
、
い
つ
で
も
参
照
で
き
、
問
題

提
起
や
修
正
提
案
が
で
き
る
、
こ
の

よ
う
な
法
律
の
在
り
方
が
民
主
主
義

の
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
オ
ー
プ

ン
ガ
バ
メ
ン
ト
の
理
念
を
導
入
し
、

旧
来
の
慣
習
を
打
破
す
る
勇
気
を
持

た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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